
（ 1 ）　　第１７４号� ２０１７年（平成２９年）５月１５日珠 算 お か や ま

平成29年度～30年度新役員

新・旧常任委員さん一緒に会議

顧問・参与・常任委員・地区長の各先生方真剣に討論

珠算・暗算段位検定試験
制度改正のお知らせ

準五段・準六段が追加されます。
第380回（H29.7.23）の検定試
験より実施。

（詳細は送付）

●通常総会開催のお知らせ●
１．日時　平成29年８月26日（土）13時～15時
２．場所　瀬戸大橋温泉やま幸
３．議題　①�平成28年度事業報告並びに決算の承認

を求める件
　　　　　②�平成29年度事業計画並びに予算の承認

を求める件
　　★欠席の場合は必ず委任状を提出ください。

日時　平成29年８月26日（土）・27日（日）
場所　瀬戸大橋温泉やま幸
講師　濱子　訓志 様（岡山気象台）
演題　①�生徒の集会議に対する災害対応について
　　　②パネルディスカッション

（詳細は送付）

指導者講習会　案内 平成29年度
会費納入のお願い

　諸会費を６月１日㈭までに地区会計又は支部事務
所へ納めてください。
� （期日厳守）

○
開
会
の
こ
と
ば

○
支
部
長
あ
い
さ
つ

○
平
上
副
理
事
長
あ
い
さ
つ

○
林
本
部
顧
問
あ
い
さ
つ

正
副
議
長
選
出
（
敬
称
略
）

　

議　

長　
　

西　

中　

俊　

子

�

（
副
支
部
長
）

　

副
議
長　
　

豊　

田　

澄　

子

�

（
津
山
地
区
長
）

　

書　

記　
　

羽　

原　

律　

子

　

議
事
録
署
名
人

　
　
　
　
　
　

青　

山　

智
恵
美

　
　
　
　
　
　

土
井
原　

光　

子

定
数
報
告　
　

尾　

﨑　

祈
生
子

�

（
総
務
部
長
）

　
　
　
　

会　

員　
　

九
十
一
名

　
　
　
　

出
席
者　
　

四
十
八
名

　
　
　
　

委
任
状　
　

四
十
三
通

　
　
　
　
　

計　
　
　

九
十
一
名

　

�　

定
足
数
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た

の
で
臨
時
総
会
が
成
立
す
る
こ

と
を
報
告
。

議
事

　

第
一
号
議
案

　

�　

平
成
二
十
九
年
度
・
三
十
年

度
新
役
員
の
承
認
に
つ
い
て

　

・�

問
田
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り

経
過
報
告
が
さ
れ
る
。

　

・�

十
二
名
の
新
役
員
を
紹
介
。

　

・�

支
部
参
与 

梅
川
博
之
先
生

を
紹
介
。

　

・�

代
議
員
と
し
て
の
尾
﨑
祈
生

子
・
中
野
榮
二
両
先
生
を
紹

介
。

　

�

第
一
号
議
案
承
認

平
成
二
十
八
年
度

臨
時
総
会
開
催

★�

尾
﨑
祈
生
子
新
支
部
長
よ
り
あ

い
さ
つ
。

　

私
た
ち
そ
ろ
ば
ん
の
指
導
者

は
、
生
徒
を
変
え
よ
う
と
思
う
前

に
、
自
分
を
変
え
な
け
れ
ば
一
流

の
指
導
者
と
は
言
え
な
い
。

　

支
部
も
与
え
ら
れ
た
環
境
で
な

く
良
い
環
境
を
創
る
の
心
意
気

で
、職
務
に
打
ち
込
む
覚
悟
で
す
。

　

会
員
の
先
生
方
に
も
積
極
的
な

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

○
閉
会
の
こ
と
ば

�
以
上

29～30年度
新支部長

平
成
二
十
九
年
二
月
十
九
日（
日
）

於
　
岡
山
県
珠
算
会
館

　
出
席
者
四
十
八
名

�

（
敬
称
略
）

支
部
長�

尾　

﨑　

祈
生
子

�

（
代
議
員
）

副
支
部
長�

中　

野　

榮　

二

�

（
代
議
員
）

　

〃�

池　

上　

修　

生

総
務
部
長�

中　

野　

榮　

二

総
務
副
部
長�

池　

上　

修　

生

　

〃�

若　

林　

秀　

実

研
修
学
対
部
長

�

西　

本　

多
美
子

研
修
学
対
副
部
長

�

若　

林　

秀　

実

検
定
競
技
部
長

�

中　

野　

智　

恵

検
定
競
技
副
部
長

�

岡　

本　

静　

子

　

〃�

金　

光　
　
　

恵

広
報
部
長�

秋　

元　

朋　

子

広
報
副
部
長�

山　

本　

順　

子

監
査
委
員�

落　

合　

正　

治

　

〃�

嘉　

数　

秀　

彦

平
成
二
十
九
年
度
～

�

三
十
年
度
　

支
部
役
員
決
定

顧
問
・
参
与
会
・
常
任
委
員
会
・

地
区
長
連
絡
会
開
催

平
成
二
十
九
年
一
月
八
日（
日
）

十
時
～
十
六
時

於
　
岡
山
県
珠
算
会
館

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

平
上（
一
）・
林（
直
）・
問
田

　

梅
川
・
尾
﨑
・
西
中
・
羽
原

　

藤
村
・
西
本
・
光
吉
・
中
野

　
（
智
）・
池
上
・
松
岡
・
中
野

　
（
榮
）・
落
合
・
則
武
・
金
光

　

豊
田
・
川
口
・
嘉
数
・
平
川

　

亀
山
・
杉
本
・
平
上（
博
）

　

廣
石
・
繁
森
・
青
山
・
吉
田

【
合
同
会
議
】

○
支
部
長
あ
い
さ
つ

○
平
上
一
孝
副
理
事
長
あ
い
さ
つ

○
林
直
也
本
部
顧
問
あ
い
さ
つ

○
問
田
基
義
本
部
参
与
あ
い
さ
つ

①�

各
執
行
部
か
ら
の
報
告
並
び
に

連
絡
事
項

・
研
修
部

　
　

�

平
成
二
十
九
年
二
月
十
九
日

（
日
）支
部
指
導
者
講
習
会
実

施
。

・
検
定
部

　
　

�

暗
算
検
定
申
込
用
紙
二
万
部

作
成
。

・
競
技
部

　
　

�

各
種
競
技
大
会
の
参
加
者
人

数
の
報
告
。

・
学
対
部

　
　

�

九
月
県
下
小
学
校
へ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
授
業
の
要
請
書
を

発
送
。

　
　

�

全
珠
連
六
十
五
校
・
日
珠
連

五
十
七
校
で
そ
の
内
四
年
生

は
三
校
。
児
童
数
三
、
四
一

六
名
（
全
珠
連
関
係
分
）
で

あ
っ
た
。

　
　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
申

し
込
み
を
し
た
。

・
広
報
部

　
　

�

Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ
十
五
秒
ス

ポ
ッ
ト
一
月
～
三
月
放
映
。

　
　

�（
一
月
一
日
発
行
「
珠
算
お

か
や
ま
」
に
記
載
し
て
い
る

の
で
見
て
ほ
し
い
。）

【
顧
問
・
参
与
会
】

　

総
務
会
よ
り
常
任
委
員
選
挙
の

時
期
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
の
割
り
振
り

等
に
つ
い
て
諮
問
し
た
結
果
左
記

の
通
り
答
申
さ
れ
た
。

１ 月 初 旬　�選挙管理委
員会立上げ

２ 月 末 日　立候補締切 
３月検定日　選挙
４ 月 初 旬　臨時総会
４ 月 20 日　本部へ報告

選 挙 日 程

【
常
任
委
員
会
】

①�

支
部
参
与
・
代
議
員
の
擁
立
に

つ
い
て
（
敬
称
略
）

　
　

支
部
参
与　
　

梅
川　

博
之

　
　

代
議
員�

尾
﨑
祈
生
子

　
　

代
議
員�

中
野　

榮
二

�

以
上
三
名
承
認

②
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
件

　
　

�

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
派
遣
費

は
、
本
会
に
於
て
承
認
さ
れ

た
。

③�

全
国
珠
算
研
究
集
会
に
つ
い
て

岡
山
県
か
ら
五
十
五
名
参
加
。

【
地
区
長
会
よ
り
報
告
】

①�

小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け

る
授
業
に
つ
い
て

　
　

�

各
地
区
よ
り
現
状
報
告
が

あ
っ
た
。

②�

指
導
者
講
習
会
開
催
会
場
に
つ

い
て

　
　

�

親
睦
を
図
る
為
一
泊
し
て

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

本
部
役
職

顧
問�

林　
　
　

直　

也

参
与�

問　

田　

基　

義

外
部
支
部
顧
問

　

〃�

伊
原
木　

隆　

太

　

〃�

大　

森　

雅　

夫

　

〃�

原　
　
　

寿　

男

　

〃�

宮　

武　
　
　

博

支
部
役
職

顧
問�

林　
　
　

直　

也

 

〃�

平　

上　

一　

孝

 

〃�

問　

田　

基　

義

参
与�

原　

田　

忠　

文

 

〃�

梅　

川　

博　

之

★
本
部
理
事
立
候
補
者

�

平　

上　

一　

孝

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

�
 

支
部
長
　
梅
川
　
博
之

　

平
成
二
十
七
年
度
・
二
十
八

年
度
の
二
年
間
、
多
く
の
会
員

の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

お
蔭
様
で
無
事
に
任
期
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
長
と
し
て
の
二
年
間
、

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
き
ま
し
た
事

は
、

一
、若
い
先
生
の
獲
得
と
育
成
。

一
、会
員
の
「
和
」
を
育
て
る
。

一
、�

暗
算
の
育
成
と
受
験
者
の

増
加
。

　

私
は
特
に
、
暗
算
検
定
に
力

を
注
い
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、技
術
が
身
に
つ
く
と
共
に
、

色
々
な
面
に
効
果
が
表
れ
、
保

護
者
か
ら
大
変
、
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
退
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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出
席
者
（
敬
称
略
）

　

梅
川
・
尾
﨑
・
西
中
・
羽
原

　

�

藤
村
・
西
本
・
光
吉
・
中
野

（
智
）・
池
上
・
松
岡
・
中
野

（
榮
）・
落
合
・
若
林
・
岡
本

　

金
光
・
山
本

【
議
題
】

①�

平
成
二
十
九
年
度
事
業
予
定

及
び
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

②�

平
成
二
十
九
年
度
一
泊
総

会
・
指
導
者
講
習
会
に
つ
い

て

　
　

�

倉
敷
市
「
瀬
戸
大
橋
温
泉

や
ま
幸
」
で
八
月
二
十
六

日（
土
）～
二
十
七
日（
日
）

に
開
催
決
定
。

③�

検
定
委
員
会
の
役
員
変
更
に

つ
い
て

　
　

�

池
上　

修
生
→
金
光　

恵

�

了
承
。

　
　

�

八
月
二
十
六
日
（
土
）
総
会

に
て
承
認
を
得
る
。

④�
平
成
二
十
九
年
度
は
総
務
会
年

四
回
。
常
任
委
員
会
年
四
回
と

す
る
。

⑤�

二
階
、
三
階
ト
イ
レ
の
改
装
工

事
（
和
式
→
洋
式
）
を
検
討
す

る
。

⑥�

検
定
試
験
に
対
す
る
災
害
対
応

に
つ
い
て

　
　

�

消
防
署
へ
講
演
依
頼
を
検
討

す
る
。

⑦
検
定
競
技
部

　

・�

平
成
二
十
九
年
度
事
業
予
定

表
に
記
載
（
平
成
三
十
年
二

月
一
日
）
段
・
級
位
再
審
査

検
定
委
員
会
は
変
更
予

定
。決
定
次
第
報
告
す
る
。

　

・�

現
在
の
五
段
以
上
を
準
初

段
～
五
段
迄
に
来
期
変

更
。

�

以
上

新
旧
常
任
委
員
会
開
催

平
成
二
十
九
年
三
月
五
日
（
日
）

�

十
時
～
十
七
時

�

於
　
岡
山
県
珠
算
会
館



（ 2 ）　　第１７４号� ２０１７年（平成２９年）５月１５日珠 算 お か や ま

各競技で熱戦を繰り広げる162名の選手たち

貸切りバスで３月26日㈰早朝出発
54名が参加 ＝ 広島市上野学園ホールにて

多数の先生方が熱心に受講

大そろばんで計算。「ごめいさん‼」

児童からのお礼の手紙

第
三
七
七
回
・
第
三
七
八
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

結
婚
お
祝
い

　

美
咲
地
区　

水　

嶋　

真　

由

　

�

（
旧
姓　

遠
藤
）

�

（
平
成
二
十
九
年
三
月
）

第
三
七
七
回
（
珠
算
）

　

六
段　

森
藤　
　

慎
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
井
な
つ
み
（
東
備
）

　

五
段　

柏
井　

駿
介
（
岡
山
）

　
　
　
　

藤
元　

羽
子
（
岡
山
）

　
　
　
　

藤
井　

宏
夢
（
吉
備
）

　

四
段　

中
尾　

香
音
（
岡
山
）

準
四
段　

平
田　

翔
真
（
吉
備
）

　

参
段　

木
谷　

優
花
（
岡
山
）

　
　
　
　

茨
木　

彩
心
（
岡
山
）

　
　
　
　

曽
和
ほ
な
み
（
勝
英
）

　
　
　
　

藤
野　

由
子
（
東
備
）

準
参
段　

木
村　

悠
希
（
井
原
）

　
　
　
　

御
船　

稜
也
（
岡
山
）

　
　
　
　

京
嶋　

紗
夕
（
岡
山
）

　
　
　
　

繁
田　

悠
輝
（
岡
山
）

　
　
　
　

平
田　

佳
子
（
賀
陽
）

第
三
七
七
回
（
暗
算
）

　

九
段　

藤
井　

宏
夢
（
吉
備
）

　

八
段　

利
守　

里
香
（
東
備
）

　

七
段　

寺
元　

智
政
（
岡
山
）

　
　
　
　

小
林　

花
菜
（
吉
備
）

　
　
　
　

平
田　

翔
真
（
吉
備
）

　

六
段　

池
田　

慎
平
（
岡
山
）

　

五
段　

寺
元　

眞
矩
（
岡
山
）

　

四
段　

𠮷
田　

和
奏
（
吉
備
）

　
　
　
　

木
下　

実
樹
（
邑
久
）

準
四
段　

岡
本　
　

華
（
岡
山
）

　
　
　
　

隅
谷　
　

榛
（
備
南
）

　
　
　
　

臼
杵　

亮
裕
（
岡
山
）

　

参
段　

森
本　

裕
哉
（
岡
山
）

　
　
　
　

村
上　

真
莉
（
岡
山
）

　
　
　
　

柏
原　
　

萌
（
吉
備
）

　
　
　
　

難
波　

有
里
（
東
備
）

　
　
　
　

佐
藤　

海
松
（
岡
山
）

　
　
　
　

川
本　

絵
恋
（
備
南
）

第
三
七
八
回
（
珠
算
）

　

六
段　

伊
藤　

聡
志
（
備
南
）

　

五
段　

三
宅　

那
実
（
高
梁
）

　
　
　
　

竹
林　

蒼
空
（
備
南
）

準
四
段　

小
野
田
仁
美
（
岡
山
）

　
　
　
　

春
名　

陽
向
（
勝
英
）

　

参
段　

森
藤　

貴
子
（
岡
山
）

　
　
　
　

井
上　

諒
香
（
矢
掛
）

　
　
　
　

隅
谷　
　

榛
（
備
南
）

　
　
　
　

前
谷　

咲
花
（
新
見
）

　
　
　
　

平
田　

佳
子
（
賀
陽
）

準
参
段　

宗　
　

久
美
（
岡
山
）

　
　
　
　

伊
藤　

綾
香
（
備
南
）

　
　
　
　

森
岡　

弥
紅
（
矢
掛
）

　
　
　
　

小
阪
菜
々
美
（
勝
英
）

　
　
　
　

影
山　

汀
紗
（
高
梁
）

第
三
七
八
回
（
暗
算
）

　

七
段　

中
尾　

香
音
（
岡
山
）

　

五
段　

山
下　

智
也
（
岡
山
）

　
　
　
　

茨
木　

彩
心
（
岡
山
）

　

四
段　

岡
本　
　

華
（
岡
山
）

　
　
　
　

隅
谷　
　

榛
（
備
南
）

　
　
　
　

村
上　

真
莉
（
岡
山
）

準
四
段　

柏
原　
　

萌
（
吉
備
）

　

参
段　

藤
原　

芽
生
（
吉
備
）

　
　
　
　

宮
本　

晃
斗
（
邑
久
）

準
参
段　

近
藤　
　

愛
（
津
山
）

　
　
　
　

赤
木　

優
子
（
高
梁
）

　
　
　
　

大
塚　

一
輝
（
備
南
）

　

県
珠
算
競
技
大
会
は
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ

レ
ビ
の
取
材
が
入
り
、
選
手
達
の

目
が
よ
り
一
層
輝
い
て
い
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
講
師
の
先

生
方
、
ご
多
忙
の
中
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

次
期
新
役
員
も
決
定
し
、
私
た

ち
任
期
最
後
の「
珠
算
お
か
や
ま
」

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の

方
々
、
快
く
原
稿
を
書
い
て
下
さ

り
、ご
協
力
を
頂
き
お
か
げ
様
で
、

無
事
役
目
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
、
感
謝
で
一
杯
で
す
。

　

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
Ｍ
・
Ｈ
）

編
集
後
記

　

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
予

選
を
兼
ね
た
本
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

山
陽
放
送
テ
レ
ビ
か
ら
取
材
に

来
て
下
さ
り
、
大
会
会
場
は
熱
気

と
緊
張
感
に
包
ま
れ
た
。

　

こ
の
熱
戦
は
午
前
十
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り

●
団
体
総
合
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

則
武
珠
算
研
究
所

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

岡
本
珠
算
塾

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

岡
本
珠
算
塾

●
個
人
総
合
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

藤
井　

宏
夢

　
　

二
位　

寺
元　

智
政

　
　

二
位　

柏
井　

駿
介

　
　

二
位　

阿
部　
　

恵

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

太
田　

涼
聖

　
　

二
位　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

大
井
な
つ
み

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂

　
　

二
位　

尾
島　

圭
祐

●
種
目
別
読
上
算
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

平
田　

翔
真

　
　

二
位　

藤
井　

宏
夢

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

小
林　

花
菜

　
　

二
位　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

上
野　

理
空

　
　

二
位　

平
口　

敦
詞

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂

　
　

二
位　

尾
島　

圭
祐

●
種
目
別
読
上
暗
算
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

平
田　

翔
真

　
　

二
位　

藤
井　

宏
夢

　
　

二
位　

長
尾　

健
汰

　
　

二
位　

寺
元　

智
政

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

太
田　

涼
聖

　
　

二
位　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

竹
内　

大
生

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂

　
　

二
位　

伊
藤　

聡
志

●
教
場
対
抗
競
技

　
　

優
勝　

則
武
珠
算
研
究
所

　
　

二
位　

岡
本
珠
算
塾

◆
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会

　
　

開
催
日　

平
成
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　

八
月
二
十
日（
日
）

�

於　

広
島
県

代
表
選
考

（
小
学
校
の
部
）

　

藤
井　

宏
夢　
　

寺
元　

智
政

　

柏
井　

駿
介　
　

阿
部　
　

恵

　

平
田　

翔
真　
　

池
田　

慎
平

　

田
中　

愛
結　
　

長
尾　

健
汰

　

中
尾　

香
音　
　

下
村　

祐
太

　

𠮷
田　

和
奏　
　

津
高　

史
弥

　

山
下　

智
也　
　

河
内　

琳
香

　

藤
原　

里
咲　
　

茨
木　

彩
心

　

原　
　

苺
伽

（
中
学
校
の
部
）

　

太
田　

涼
聖　
　

伊
藤　

嵩
志

　

大
井
な
つ
み　
　

平
口　

敦
詞

　

利
守　

里
香　
　

竹
内　

大
生

　

藤
井　

美
有　
　

上
野　

理
空

（
高
校
・
一
般
の
部
）

　

廣
石　

佳
穂　
　

尾
島　

圭
祐

　

伊
藤　

聡
志　
　

右
手　

彩
花

平成29年度
岡山県珠算競技大会

兼中国五県珠算選手権大会予選
岡山県生涯学習センター
平成29年４月23日（日）

津
山
地
区
　
大
山
由
起
子

第
六
十
三
回
全
国
珠
算
研
究
集
会
に
参
加
し
て

　

日
頃
、
塾
の
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
う

こ
と
で
練
習
方
法
を

含
め
、
ど
う
対
応
し

て
い
っ
た
ら
良
い
か

と
迷
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
に
今

回
の
研
究
集
会
に

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

と
い
う
お
話
を
い
た

だ
き
学
ば
せ
て
頂
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
前
日
の
指
導
者
教
養
講
座
で

は
対
応
の
コ
ツ
と
し
て
大
人
の
「
心
の
ゆ
と

り
」
が
大
切
で
す
と
習
い
ま
し
た
。
最
後
に

紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
山
本
五
十
六
先
生

の
一
文
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
理
論
、
実
践
発
表

等
、
盛
り
沢
山
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、
見
守
る
こ
と

の
大
切
さ
、
基
本
の
挨
拶
返
事
、
片
付
け
等

の
大
切
さ
を
学
び
、
珠
算
の
技
術
だ
け
で
な

く
、
人
と
し
て
の
心
、
作
法
も
伝
え
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
珠
算
の
普
及
、
発
展
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
世
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
全
て
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今年も寒い季節、インフルエンザの流行して
いる中、今回も68校と希望される学校も多く、
３年生3,474名、４年生62名、合計3,536名と、ス
ケジュール調整が大変だったことと思います。
その中62校から、アンケートが戻ってきました。
ご報告いたします。� （学対部長　西本多美子）

平成28年度ボランティア事業終了
小学校ボランティアお疲れさまでした！

１．授業内容について
　①こどもたち（児童）はどう感じましたか？
　　ア．新鮮に映って大変よろこんだ。……………… 100％
　　イ．あまり良い感じを持てなかったようだ。……  0％
　　ウ．どちらともいえない。…………………………  0％
　②こどもたち（児童）にわかりやすかったですか？
　　ア．わかりやすく児童もよく理解したと思う。… 94％
　　イ．あまり良く理解できなかったと思う。………  6％
　　ウ．どちらともいえない。…………………………  0％
　③�連合会発行の「たのしいそろばん」は授業に使われま

すか？
　　ア．使う。…………………………………………… 75％
　　イ．使わない。……………………………………… 12％
　　ウ．未定。今後検討したい。……………………… 13％
２．そろばんボランティア指導について
　①来年度実施した場合、希望されますか？
　　ア．来年も希望する。……………………………… 97％
　　イ．希望しない。……………………………………  0％
　　ウ．未定。今後よく検討したい。…………………  3％
　②時間数は何時間がよいと思われますか？
　　ア．２時間…………………………………………… 40％
　　イ．３時間…………………………………………… 45％
　　ウ．４時間…………………………………………… 15％
　　エ．他に希望する時間………………………………  0％
　先生方の感想の中に、「子どもによって取り組む速度に差
があり、時間的に余裕があれば、問題を解く速度の遅い児
童も安心して取り組むことができるかな。」と思われたとい
う感想がありました。

珠
算
指
導
者
講
習
会

平
成
二
十
九
年
二
月
十
九
日
（
日
）

会
場　

岡
山
県
珠
算
会
館

講
師　

岸
本
ひ
と
み
先
生

演
題　

今
ど
き
の
子
ど
も 

～
賢
く
、し
な
や
か
に
、育
て
る
に
は
～ 

　

二
月
十
九
日
（
日
）
十
三
時
か

ら
十
六
時
迄
学
力
研
事
務
局
長
岸

本
ひ
と
み
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

支
部
指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ

た
。
五
十
四
名
の
受
講
生
が
熱
心

に
聴
講
し
ま
し
た
。
次
の
先
生
よ

り
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
今
ど
き
の
子
ど
も
～
賢
く
、

�

し
な
や
か
に
、
育
て
る
に
は
～
」

�

岡
山
地
区　

若
林　

秀
実

　

二
月
十
九
日
、
珠
算
会
館
で
、

学
力
研
事
務
局
長
、
岸
本
ひ
と
み

先
生
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
先

生
は
小
学
校
一
年
生
と
六
年
生
を

交
互
に
担
任
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
お
言
葉
に
は

説
得
力
が
あ
り
、
心
に
響
く
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　

姿
勢
が
悪
い
、
不
器
用
、
対
人

関
係
が
う
ま
く
築
け
な
い
事
等

は
、
時
間
的
、
精
神
的
に
ゆ
と
り

の
な
い
親
が
待
つ
事
が
出
来
な

い
、「
た
め

4

4

」
の
な
い
子
育
て
を

し
て
い
る
結
果
で
、
社
会
シ
ス
テ

ム
の
問
題
で
あ
る
事
。
多
動
傾
向

や
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
傾
向
の
子

ど
も
の
増
加
に
つ
い
て
の
説
明
の

後
、
で
は
、
ど
う
し
た
ら
？
と
考

え
進
み
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
的
な
読
み
、書
き
、

計
算
の
技
の
指
導
の
工
夫
や
、
保

護
者
へ
の
働
き
か
け
時
の
「
一
つ

は
褒
め
る
」、
親
も
褒
め
ら
れ
た

い
の
で
す
か
ら
～
も
、
目
か
ら
ウ

ロ
コ
で
し
た
が
、
一
番
心
に
残
っ

た
の
は
、「
靴
を
揃
え
る
事
か
ら

教
え
て
下
さ
い
。
は
い
と
言
う
返

事
、
自
分
の
名
前
が
き
ち
ん
と
言

え
る
練
習
。
姿
勢
正
し
く
、
遊
び

を
交
え
て
、
教
え
て
下
さ
い
。
出

来
な
い
事
を
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
出
来
る
事
を
さ
せ
て
下
さ

い
。」
と
い
う
、
優
し
い
言
葉
で

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
の
向
き
合
い
方

を
再
考
出
来
た
一
日
で
し
た
。
良

い
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地 区 授業時間
（１時間単位）

岡 山 188
津 山 122
備 南 36
勝 英 45
邑 久 24
矢 掛
井 原 28

高 梁 22
新 見 10
賀 陽 16
東 備 30
備 前 8
美 咲 15
合 計 544

平成28年度
地区別授業時間

�

東
備
地
区　

繁
森
壽
賀
子

　

毎
年
学
校
卒
業
者
中
珠
算
の

技
能
優
秀
者
へ
賞
状
授
与
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
三

校
の
小
学
校
へ
お
願
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
三
校
と
も
校
長
先

生
が
、
大
変
喜
ん
で
下
さ
い
ま

し
た
。

　

そ
の
う
ち
二
校
で
は
、
校
内

放
送
で
全
生
徒
と
共
に
祝
っ
て

下
さ
り
、も
う
一
校
で
は
、た
っ

た
一
人
の
為
に
校
長
室
で
先
生

方
も
ご
列
席
い
た
だ
き
、
心
温

ま
る
賞
状
授
与
を
開
い
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

本
人
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

ご
家
族
も
大
変
喜
ん
で
下
さ

り
、
私
た
ち
そ
ろ
ば
ん
に
、
素

晴
ら
し
い
ご
褒
美
を
頂
い
た
気

持
ち
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
感
謝

し
な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

地
区
だ
よ
り

『
珠
算
指
導
者
に
と
っ
て

�

大
変
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
』


